
122019年12月広報2019年12月 広報13 2019年12月13 広報 12広報 2019年12月

▶問い合わせ 農林水産課 ☎73－3040

みかん

19
Vol.

病
気
に
な
ら
な
い

　

生
活
習
慣
を
作
ろ
う
！

2
月
号
か
ら
始
め
た
健
康
コ
ラ
ム
で

す
が
、
今
ま
で
の
コ
ラ
ム
で
お
伝
え
し

て
き
た
こ
と
は
、
た
だ
長
生
き
す
る
の

で
は
な
く
元
気
に
長
生
き
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
健
康
寿
命
を
よ
り
長
く
す
る

こ
と
の
大
切
さ
で
す
。

　

何
よ
り
も
自
分
の
た
め
、
ま
た
周
囲

の
人
た
ち
の
た
め
に
も
、死
ぬ
ま
で「
自

分
で
動
け
る
身
体
」「
寝
た
き
り
に
な

ら
な
い
身
体
」
を
め
ざ
す
こ
と
は
大
切

で
す
。

　

寝
た
き
り
と
な
る
主
な
原
因
は
「
脳

卒
中
」「
認
知
症
」「
が
ん
」、そ
し
て
「
転

倒
・
骨
折
」「
関
節
疾
患
」「
高
齢
に
よ

る
衰
弱
」
を
き
っ
か
け
と
し
た
も
の
で

す
。
衰
弱
を
除
く
と
、
40
歳
前
後
か
ら

50
歳
ま
で
の
食
生
活
を
主
と
し
た
生
活

習
慣
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気

や
け
が
が
原
因
で
す
。

　

年
を
重
ね
る

と
生
じ
る
健
康

リ
ス
ク
を
排
除

で
き
る
か
ど
う

か
は
、
40
歳
後

半
か
ら
の
生
活

習
慣
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。

　

禁
煙
・
正
し
い
食

生
活
・
節
酒
・
適
正

体
重
の
維
持
・
運
動

は
、
寝
た
き
り
の
リ

ス
ク
を
取
り
除
き
ま

す
。

　

筋
肉
は
、
加
齢
と
と
も
に
目
に
み
え

て
衰
え
て
い
き
ま
す
が
、
40
歳
後
半
か

ら
骨
や
筋
肉
の
機
能
維
持
・
向
上
に
努

め
る
こ
と
で
、
寝
た
き
り
や
要
介
護
に

な
ら
ず
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
　
　
お

　
「
老
い
な
い
身
体
」
づ
く
り
は
、
ま

ず
自
分
の
身
体
と
丁
寧
に
向
き
合
う
こ

と
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。
ま
ず
は
定
期

的
に
体
脂
肪
率
と

筋
肉
量
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
な
ど
、
自

分
の
身
体
を
知
る

こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

四国学院大学教授
緑ヶ丘総合運動公園
センター長 清水 幸一さん
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　冬を象徴する果物 “みかん”。常温保存ができて、手軽に食べ
られるみかんは、この時期どの家庭にもあるのではないでしょうか。
　今回は、仁尾町でみかんを栽培している、まるく農園代表の組
橋聖司さんに話を聞きました。「祖父が始めたみかん作りを引き継
いで３代目、14年くらいになります。雨が少なく海からの潮風と
日当たりの良い斜面で栽培できる仁尾では、甘味のあるおいしい
みかんができます。まるく農園では、12月上旬が旬となる品種『南柑

20号』をはじめ、その時期においしいもの 12種類をリレー方式で栽培しています。お店では、品種
名ではなく、全て曽保ブランドの“曽保みかん”として販売されているんですよ」と話してくれました。
　みかんには、免疫力を高め風邪をひきにくくするビタミンＣが含まれているだけでなく、ビタミン以
外にもクエン酸やミネラルなどが含まれているため、疲労回復にも効果があります。
　皆さん、みかんの筋に隠された効果をご存知ですか？みかんの皮の白い筋の部分
には、食物繊維がたっぷりで便秘に効果があります！白い筋をあまり丁寧に取りす
ぎない食べ方もおすすめです！

冬の風物詩！みかんがおいしい季節がやってきた！

▲県道21号線沿いの看板が目印

なんかん

すじ

農家自慢の曽保みかんが並ぶ「みかんの里」
＜営業日＞
【通常】 10月と1月～3月は、月曜以外営業
【みかんシーズン】 11月と12月は毎日営業
＜営業時間＞
【通常】 午前９時～午後５時
【みかんシーズン】 午前９時～午後6時
　仁尾町仁尾甲1206番地1　☎82-4924

主食

主菜 副菜

汁物

▲マル曽みかん部会のまるく農園の皆さん。
みかん畑は瀬戸内海を見下ろす絶景の
ロケーションにあります

▲「曽保のみかん農家の人は、みんな研究
熱心なので味はバッチリです」と話す
まるく農園代表の組橋 聖司さん（仁尾町）

啓発活動強調事項
12
月
４
日
か
ら
10
日
は
、「
人
権
週
間
」
で
す

　

世
界
人
権
宣
言
の
採
択
か
ら
70
年
が
過
ぎ
、
元
号

も
「
令
和
」
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
社
会
で

も
、
技
術
の
進
化
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
様
々

な
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
が
、
人
々
の
価
値
観
も
多

様
化
し
、
人
権
課
題
も
複
雑
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
で
は
、
啓
発
に
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
17

の
人
権
課
題
を
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年

に
本
市
が
実
施
し
た
市
民
意
識
調
査
で
、
関
心
の
あ

る
人
権
課
題
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
18
％
の
人
が
、

「
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
」
に
関
心
が
あ

る
と
答
え
て
い
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
に
多
重
の
被
害

　

平
成
30
年
版
犯
罪
被
害
者
白
書
に
よ
る
と
、
警
察

庁
が
昨
年
認
知
し
た
刑
法
犯
は
82
万
件
で
す
。
い
つ

誰
が
犯
罪
の
被
害
者
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
犯

罪
の
被
害
者
や
家
族
は
、
犯
罪
そ
の
も
の
に
よ
る
直

接
的
な
被
害
の
ほ
か
、「
二
次
的
被
害
」
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
身
近
な
人
を
奪

わ
れ
た
喪
失
感
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
障
害
な
ど
心
身
の

不
調
、
恐
怖
で
家
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
、
収

入
の
減
少
な
ど
に
よ
る
経
済
的
負
担
、
周
囲
の
冷
や

や
か
な
視
線
を
受
け
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
は
、
犯
罪
被
害
者
や
家
族

の
保
護
、
救
済
を
目
的
と
す
る
法
律
で
す
。
こ
の
法

律
に
基
づ
き
、
犯
罪
被
害
者
給
付
制
度
や
被
害
者
等

通
知
制
度
な
ど
の
被
害
者
支
援
制
度
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

被
害
者
や
家
族
を
支
援

　
「
頑
張
っ
て
」「
元
気
出
し
て
」
と
激
励
し
た
つ

も
り
が
、
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い
る
被
害
者
に
は

苦
痛
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
か
が
わ
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
被
害
者
や
家
族
に
対
し
て
「
一
人
で
悩
ま
ず
電

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
同

セ
ン
タ
ー
は
相
談
の
ほ
か
支
援
活
動
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

相
談
窓
口

か
が
わ
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
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（
平
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
課　

☎
73
・
3
0
0
8

じ
ん
け
ん
探
訪
73

人
権
週
間

①女性の人権を守ろう

②子どもの人権を守ろう

③高齢者の人権を守ろう　

④障がいを理由とする偏見や差別をなくそう

⑤同和問題（部落差別）を解消しよう

⑥アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう

⑦外国人の人権を尊重しよう

⑧HIV感染者やハンセン病回復者に対する
偏見や差別をなくそう

⑨刑を終えて出所した人に対する
偏見や差別をなくそう

⑩犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう　

⑪インターネットを悪用した人権侵害を
なくそう

⑫北朝鮮当局による人権侵害問題に対する
認識を深めよう

⑬ホームレスに対する偏見や差別をなくそう

⑭性的指向を理由とする偏見や差別をなくそう

⑮性自認を理由とする偏見や差別をなくそう

⑯人身取引をなくそう

⑰東日本大震災に起因する偏見や差別を
なくそう　　

相
談
窓
口


